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第27回全国大会の報告
第27回全国大会実行委員長
羽石寛志（佐賀大学）
　今年の統一論題「工業経営研究と日本企業の再興」のもと、2012年8月31日から9月2日に佐賀大学経済学部との連携という形で佐賀大学本庄キャンパスにて全国大会が開催されました。九州での開催と言うことで昨年に続き台風の心配もありましたが、開催期間中は好天に恵まれ胸をなぜおろしたところでした。また台湾や日本各地から97名と多くのご参加があり、特別記念講演の他、2件の統一論題報告及びシンポジウムと自由論題報告があり、盛況裡に終えることができました。
　1日目の見学会は佐賀大学海洋エネルギー研究センター（伊万里サテライト）において「海洋発電システム」のテーマで行われ、31名が出席しました。海洋温度差発電、波力発電、潮汐力発電などについて、親切丁寧な解説を交えた見学会は今後の代替エネルギーの可能性について多くのことを学習しました。佐賀駅より佐賀大学のバス利用による往復5時間の見学会で、皆様お疲れ様でした。
　2日目は特別記念講演として「代替エネルギーと水素エネルギー社会」というテーマで佐賀大学海洋エネルギー研究センター長の門出政則先生にご講演いただきました。前日の見学会と合わせて海洋エネルギーや温度差発電などの可能性が見いだせたのではないでしょうか。また自由論題報告は各会場で熱心な議論がなされました。懇親会では佐賀大学の副学長岩本諭先生と経済学部長の平地一郎先生も参加され、和やかな雰囲気の中で活発な意見交換があったと思われます。
　3日目には午前中、自由論題報告と研究分科会がおこなわれ、午後は奥林康司先生（大阪国際大学）の総合司会にて、「東日本大震災の中小企業の復興支援の現場からの報告」長坂泰之先生（中小企業基盤整備機構）、「工業経営における生産保障経営管理の構造と施策」平松茂実先生（平松技術士事務所）の統一論題報告およびシンポジウムが盛況に開催され、企業の復興に対しての学会としてのあるべき姿について多くの示唆を与えていただきました。
　最後になりましたが、本大会開催につきまして、多くのご支援ご協力を頂きました関係者の皆様をはじめ会員の皆様に対し、無事大会を終えることができましたことに、心から感謝申し上げます。
来年度の第28回全国大会は大阪市立大学での開催予定です。皆様と共にお会いできることを楽しみにしております。
　
第9期第2回理事会（報告）
日時：（1）2012年8月31日、（2）2012年9月 1日、（3）2012年9月 2日
場所：佐賀大学本庄キャンパス
≪審議事項≫
2011年度決算および2012年度補正予算【風間、黒澤】
・2011年度決算、および2012年度補正予算について、風間学会監事（前理事）・黒澤理事より報告がなされ（詳細は学会HPを参照してください）、審議の後承認された。
2013年度予算【黒澤】
・2013年度予算について、黒澤理事より報告（学会HP参照）がなされ、審議の後承認された。
会計年度の変更ならびに改選役員の就任時期変更について【地代】
・地代副会長より、会計年度、および改選役員の就任時期について下記のとおりの変更が提案され、審議の後承認された。なお、本変更の実際の運用については、総会の承認を経た後、理事会の責任のもとにおこなうこととする。
会則第17条（会計年度）
現　行：本会の会計年度は、毎年1月1日に始まり、12月31日に終了する。
2.　改選役員の就任は、改選された次の会計年度からとする。
改訂案：本会の会計年度は、毎年7月1日に始まり、6月30日に終了する。
2.　本会の決算書類として決算報告書に加えて、貸借対照表を作成する。
3.　改選役員の就任は、選出された総会日の翌日からとする。
会則の改訂【地代】
・地代副会長より、会則の第8条および第10条について改訂の提案がなされ、審議の後承認された。
・なお、この改訂については総会で承認を経た後、施行する。
第8条（役員）の改訂　　（役員定数の追記）
現　行：（6）幹事
改訂案：（6）幹事　若干名
第10条（理事の選出）の改訂　（特例条項の追加）
・第10条の６として、下記の内容を追加する。
「自然災害などやむをえない事情で会員総会が不成立となった場合、特例として理事の任期を次の会員総会まで延長することができる。」
内規および投稿規程の改訂【地代】
・地代副会長より、内規および編集規定について改訂の提案がなされ、審議の後承認された。
内規の改訂
第13条（会員表彰制度）の改訂
・第13条（2）
末尾に「副賞：学会賞については副賞を贈呈できる」を挿入
・第13条（5）④
現　行：「・・・候補作品を全国大会翌年の3月までに選考する」
改訂案：「・・・候補作品を全国大会翌年の6月までに選考する」
編集規定の改定
第5条　（論文の体裁など）
（３）論文の冒頭に英文サマリーを200ワード程度で明記する。
補足1：英文サマリーの審査について
　英文サマリーについては、今回はレフェリーの審査対象外とする。
補足2：適用時期について
「工業経営研究」誌 第27号より適用する。
補足3：学会誌の英文名称について
　理事会の責任のもと、近日中に決定する。
　　　新名称　→　Journal of Industrial Management Research
※なお、本改訂に伴う「工業経営研究編集規定」の改訂は、学会誌編集委員会の議を経て、理事会で決定し、学会通信および学会ホームページで周知する。　→　11月開催の持ち回り理事会で決定されました。
学会賞・研究奨励賞について【林】
・林副会長より、学会賞・研究奨励賞の候補について提案がなされ、審議の後承認された。
学　会　賞：由井浩著『日米英企業の品質管理史』中央経済社，2011年3月
研究奨励賞：中島洋行「日本企業現地法人の原価管理－重慶・成都のケース－」
（本学会『グローバリゼーション研究』Vol.7, No. 1掲載　2010年8月）
以上
≪報告事項≫
会員移動【黒澤】
・現在の会員数は338名（正会員276名、院生会員59名、名誉会員3名）
会員移動の報告（2012.4～11）
１．入会者
「正会員」　１１名
「院生会員」８名
２．退会者（本年度末での退会希望者を含む）
「正会員」　１８名
「院生会員」３名
学会誌投稿案内
学会誌編集委員会委員長　秋野　晶二
学会誌『工業経営研究』第27巻に掲載する論文、Working Paper 一覧の投稿を以下の要領で募集します。
■募集論文等
1. 自由投稿論文
2. 第27 回全国大会自由論題（於：佐賀大学）、および各地方部会、研究分科会においてご報告された内容を対象としたリライト論文
3. 各部会において発行されたWorking Paper 一覧（『工業経営研究』第26巻の例（156頁）を参考にして，部会において発行したWorking Paper 一覧を取りまとめて，その抄録（200 字程度）を送付して下さい。）
■投稿にあたっての注意事項
1.英文サマリーの掲載：今年度から編集規定が改定され、論文の冒頭に英文サマリーを200ワード程度で掲載する必要がありますので、必ず論文投稿に際してはお忘れにならないようご注意ください。なお今回のレフェリーは英文サマリーに関しては審査対象外ですが、投稿される方はご自身の責任で、できるだけネイティブチェックを受けられるようお願いいたします。ホームページの「『工業経営研究』編集規定」もご参照ください。
・「『工業経営研究』編集規定」：http://asimj.jp/wordpress/?page_id=640
・「自由投稿論文に関する規定」：http://asimj.jp/wordpress/?page_id=645
■送付締切
2013年3 月31 日（日）【必着・厳守】です。期限を過ぎますと投稿資格を失いますので、十分にご注意ください。なお、送付期限前に原稿をご送付いただいた場合も、審査は2013 年4月1 日以降に取りまとめて実施することとなりますのでご了承ください。
　第２８回全国大会について
開催校：大阪市立大学
開催日：2013年8月30日（金）見学会
8月31日（土）総会、特別講演、研究発表
9月  1日（日）研究発表、シンポジウム
研究発表の申込等についての詳細は次号の学会通信でお知らせしますが、前回と同様、５月末頃が発表申込の締切り、７月中旬が予稿集の原稿送付締め切りの予定です。
会員名簿の発行に関してのお願い
　本学会では３年に一度、会員名簿を発行しています。本年はその年にあたりますので、8月に会員データを更新するためのアンケート用紙をお送りしました。まもなくデータを確定して編集・発行いたしますので、ご返送がまだお済みでない方は、１月末までに学協会サポートセンターへお送りください。なお、今後、学会通信はメールやホームページを活用することによって簡潔な内容のものにし、経費の節減に努める予定ですので、メールアドレスの登録のご協力をお願いします。
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